
５
月
２
日
～
３
日
に
ミ
ャ

ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
を
サ
イ

ク
ロ
ン
が
襲
っ
た
。
被
災
者

は
推
定
２
５
０
万
人
。

５
月

12
日
に
中
国
、
四
川

省
で
大
地
震
が
起
こ
っ
た
。

死
者
行
方
不
明

10

万
人
、

負
傷
者
は
２
０
万
人
を
超
す

大
被
害
が
で
た
。

そ
し
て
６
月

14
日
午
前
８

時

43
分
「
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
」
が
起
る
。
震
源
地

が
山
間
部
で
あ
っ
た
の
で
人

的
被
害
は
少
な
か
っ
た
が
、

波
及
的
被
害
は
大
き
く
、
今

ま
で
の
地
震
と
違
い
山
が
裂

け
、
土
石
流
で
無
残
な
姿
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
数

年
世
界
の
ア
チ
コ
チ
で
近
年

数
々
の
天
災
的
現
象
、
異
常

気
象
が
続
々
と
起
こ
っ
て
い

る
。
昨
晩
（
６
月
23
日
）
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷

河
が
急
速
に
解
け
氷
河
湖
が

拡
大
、
そ
れ
が
引
金
で
近
い

将
来
ア
ジ
ア
の｢

水
不
足
」

が
大
き
な
問
題
に
な
る
だ
ろ

う
と
報
じ
て
い
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
地
球
の
歴
史
」

に

よ

る

と

、

私
達
の
生
き

て
い
る
【
地

球
は

46
億
年

前
ガ
ス
状
の
原
始
太
陽
系
星

雲
の
中
で
固
体
粒
子
が
集
ま
っ

て
無
数
の
微
惑
星
と
な
り
、

そ
れ
ら
が
合
体
と
衝
突
を
繰

り
返
し
原
始
地
球
と
な
る
。

46
億
年
前
の
そ
の
日
を
１
月

１
日
と
し
２
０
世
紀
末
を
12
月

31
日
と
し
た
年
暦
に
置
き
か

え
る
と
３
月

26
日
３
５
億

年
前
太
陽
の
光
吸
収
す
る
バ

ク
テ
リ
ア
が
発
生
、
12
月

27
日
、
哺
乳
類
の
繁
栄
が
進

む
。
12
月

29
日
午
前
６
時

ご
ろ
類
人
猿
の
祖
先
と
な
る

狭
鼻
猿
が
登
場
。

１
２
月
３
１
日

午
前

10
時

40
分
、
類
人
猿
か
ら
分
か
れ

た
最
初
の
猿
人
で
あ
る
ト
ゥ
ー

マ
イ
猿
人
が
登
場
。
午
後

11
時

37
分
ホ
モ
・
エ
レ
ク

ト
ス
の
一
部
が
ア
フ
リ
カ
で

進
化
し
て
現
生
人
類
（
新
人

＝
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が

誕
生
（
20
万
年
前
）
午
後

11
時

58
分
。
（
１
万
年
前
）
。

午
後
11
時
59
分
46
秒

キ
リ
ス

ト
降
誕
。
午
後

11
時

49
分

56
秒
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
。
午
後

11
時

59
分
58
秒
産
業
革
命
。

午
後
11
時
59
分
59
秒

２
０
世
紀
が
始
ま
り
終
わ
る
。

そ
し
て
未
来
・
１
月
１
日
午
前

０
時
０
分

30
～

40
秒
（
ほ

ぼ
数
千
年
後
）
ご
ろ
、
環
境

破
壊
と
氷
河
期
の
到
来
に
よ

り
人
類
滅
亡
？

午
前

10
時
（
約
５
０
０
万

年
後
）
に
は
氷
河
期
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
地
球
の
ほ
と
ん

ど
が
凍
り
つ
く
？

過
酷
な

環
境
に
適
応
し
て
進
化
し
て

い
く
生
物
も
少
な
く
な
い
？
】

太
陽
の
光
や
熱
、
雨
や
雪
、

空
気
、
水
、
大
地
も
人
類
が

自
分
で
つ
く
っ
た
物
で
は
な

い
。
そ
れ
を
全
く
タ
ダ
（
無

料
）
で
使
っ
て
い
る
。

人
類
は
、
い
わ
ば
地
球
に
寄

生
し
て
生
き
る｢

末
っ
子
」

だ
。
た
だ
飯
を
食
い
な
が
ら
・
・

次
々
と
起
こ
る
災
害
は｢

鬼
っ

子
に
な
る
な
」
と
の
親
（
太

陽
地
球
）
の
警
告
か
も
知
れ

な
い
。
世
に
「
タ
ダ
よ
り
怖

い
も
の
は
な
い
」
と
の
言
い

伝
え
が
あ
る
。
反
省
は
早
く

し
な
い
と｢

天
罰
」
が
下
る

か
も
し
れ
な
い
。
桑
原
桑
原
。

★
７
月
13
日
災
害
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
多
数
ご
参
加
を
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６
月
１
日
朝
、
「
開
通
前

の
稲
荷
山
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い

て
み
よ
う
！
」
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
た
。
山
科
新
十

条
と
鳥
羽
街
道
（
鴨
川
東
）

の
区
間2

.
5
k
m

が
稲
荷
山
ト

ン
ネ
ル
で
結
ば
れ
開
通
後
は

車
専
用
で
歩
け
な
い
こ
と
や

新
ト
ン
ネ
ル
で
も
有
っ
て
９

千
人
以
上
の
人
が
参
加
し
大

い
に
賑
わ
っ
た
と
聞
く
。
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
道
路
は
阪

神
高
速
８
号
京
都
線
の
一
部
、

鴨
川
東
と
上
鳥
羽
間
は
未
完

成
だ
。
元
々
有
料
道
路
は
建

設
費
の
償
還
が
済
め
ば
無
料

に
す
る
と
約
束
さ
れ
て
い
た
。

名
神
高
速
道
路
が
全
線
開
通

ま
で
京
都
南
～
栗
東
の

み
利
用
で
き
た
期
間
は

無
料
だ
っ
た
。
（
注
・
渋

谷
街
道
掲
載
の
東
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ

イ
は
無
料
に
な
っ
て
い
る
）

今
回
開
通
し
た
部
分
の
通
行

料
は
片
道
４
５
０
円
で
あ
る
。

私
は
殆
ん
ど
毎
日
滑
り
石

街
道(

厳
寒
時
は
大
岩
街
道
）

を
使

い
通
勤
し
て
い
る
。
そ
れ
で

開
通
当
日｢

ト
ン
ネ
ル
」
を

使
い
そ
れ
以
外
は
通
常
の
コ
ー

ス
で
帰
宅
し
た
。
夜
８
時
過

ぎ
だ
っ
た
が
師
団
街
道
か
ら

随
分
走
っ
て
ヤ
ッ
ト｢

ゲ
ー

ト｣

４
５
０
円
を
入
れ
た
。

６
０
キ
ロ
制
限
速
度
で
走
る
。

前
方
に
は
１
台
の
車
も
無
い

３
分
弱
で
通
過
し
た
。
自
宅

に
着
き
所
要
時
間
を
比
較
し

た
。
３
分
短
縮
。
翌
々
日
、

逆
コ
ー
ス
を
使
っ
た
。
十
条

通
の
信
号
で
待
た
さ
れ
て
５

分
し
か
短
縮
で
き
な
か
っ
た

２
５
０
０
米
４
５
０
円
。
８

分
９
０
０
円
。
計
算
し
た
ら

４
５
０
円
は
高
い
。
山
科
と

東
山
は
元
は
同
じ
行
政
区
そ

れ
な
り
に
今
も
関
係
が
深
い
。

道
路
は
使
わ
れ
て
こ
そ
値
打

ち
が
あ
る
。
商
人(

民
間
）

な
ら
そ
う
考
え
る
。
５
分
で

１
台
な
ら
５
分
で
５
台
使
う

人
が
増
え
た
方
が
良
い
。
有

る
も
の
出
来
た
も
の
は
充
分

生
か
し
て
使
わ
な
い
と
冥
加

に
悪
い
。
上
鳥
羽
と
接
続
す

る
ま
で
で
も1

0
0

円
に
し
て

も
ら
え
ま
へ
ん
か
！

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社

が
建
設
し
た
が
、
つ
い
こ
の

間
ま
で
道
路
公
団
な
の
で
お

役
所
扱
い
し
た
。
通
行
料
設

定
も
役
所
風
に
感
じ
て
・
。
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友
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ス
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▽
秋
葉
原
の
歩
行
者
天
国
が
、

地
獄
に
な
っ
た
。
（
誰
で
も

良
か
っ
た
）
マ
ン
シ
ョ
ン
の

隣
人
女
性
を
切
り
刻
ん
で
ト

イ
レ
に
流
す
。
（
平
然
と
マ

ス
コ
ミ
に
話
す
犯
人
）
少
女

が
深
夜
一
人
歩
き
で
死
体
に

な
る
。
（
土
中
に
埋
め
た
犯

人
は
未
逮
捕
）

▼
恐
ろ
し
い
事
件
続
々
。
犯

人
は
若
者
が
多
い
。
そ
の
犯

人
も
、
中
・
高
学
校
時
代
を

知
る
人
の
談
話
で
は
普
通
だ
っ

た
と
言
う
場
合
が
殆
ん
ど
。

▽
近
所
に
保
育
園
が
有
る
。

幼
児
と
出
会
う
こ
と
が
多
い

が
ど
の
子
供
も
あ
ど
け
な
く

明
る
い
。
あ
の
大
地
震
の
日

に
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
の
姿
を

テ
レ
ビ
見
た
。
可
愛
い
。

▼
事
件
を
起
こ
し
た
犯
人
も

同
じ
よ
う
に
可
愛
い
時
代
が

あ
り
、
期
待
も
さ
れ
、
自
ら

も
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
き

た
だ
ろ
う
。
だ
が
変
っ
た
。

何
故
だ
ろ
う
。
何
時
か
ら
だ

ろ
う
。

▽
人
生
は
悲
喜
交
々
。
苦
も

あ
り
楽
も
有
る
。
人
に
裏
切

ら
れ
る
こ
と
も
有
る
が
、
支

え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
太

古
か
ら
人
間
は｢

群
れ
」
で

生
き
て
き
た
。

▼
そ
れ
が
、
個
々
バ
ラ
バ
ラ

と
自
己
中
が
増
え
た
結
果
だ

ろ
う
。
結
果
に
は
原
因
が
あ

る
。
究
明
は
今
だ
。
早
く
!

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

人
類
は
地
球
の

鬼
っ
子
か

？

原始地球想像図

【 】内、二十一世紀の歩き方
研究ホームページ等参考にした。



人
間
は
猿
よ
り

三
本
毛
が
多
い

表
題
の
言
葉
は
昔
か
ら
よ
く
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
ま
し
た
。

【「
人
間
と
猿
の
違
い
を
論
述
せ
よ
。」

弟
が
某
大
学
を
受
け
た
と
き
の
二

次
試
験
の
問
題
で
あ
る
。「
人
間
は

猿
に
比
べ
て
毛
が
三
本
多
い
と
書

い
た
。
」
す
る
と
父
が
「
こ
う
書
け

ば
よ
か
っ
た
。
人
間
は
英
語
で
マ

ン
だ
。
猿
は
マ
ン
キ
ー
だ
。
キ
ー

が
違
う
。
こ
れ
が
問
題
の
鍵
だ
。
」

こ
の
話
は
、
今
で
は
我
が
家
に
残

る
伝
説
に
な
っ
て
い
る
】
と
掲
載

が
有
り
ま
し
た
。

何
処
か
の
大
学

の
二
次
試
験
問
題
に
な
る
話
で
多

く
の
人
が
ご
存
知
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
編
集
後
記
（
４
ぺ
ー
ジ
）
の
話

に
な
り
ま
す
。「
フ
ル
ー
ル
」
で
横

の
席
の
常
連
客
さ
ん
と
の
会
話
の

中
で
「
人
間
よ
り
猿
が
少
な
い
毛

は
何
ん
や
と
思
い
ま
す
か
？
」
と

問
わ
れ
ま
し
た
。「
フ
ル
ー
ル
」
の

マ
マ
さ
ん
も
私
も
知
ら
な
い
と
言

い
ま
す
と
、
そ
の
お
方
は
「
シ
ツ

ケ
」
と
い
う｢

ケ
」
と
「
ナ
サ
ケ
」

と
い
う
「
ケ
」
と｢

ヤ
リ
ト
ゲ
ル
」

の｢

ゲ
」
が
人
間
に
有
っ
て
猿
に
は

足
ら
ん
の
や
」
と
お
笑
い
に
な
り

ま
し
た
。
解
説
は
蛇
足
で
す
か

「
躾
け
」
「
情
け
」
「
遣
り
遂
げ
る
」

で
す
。
そ
し
て｢

私
達
の
年
代
は
兄

弟
は
多
い
し
、
子
供
の
頃
は
弟
達

の
子
守
を
し
な
が
ら
遊
ん
だ
。
恥

ず
か
し
い
と
も
思
わ

ず
そ
れ
が
当
た
り
前

で
育
っ
た
。
と
こ
ろ

が
自
分
が
親
に

な
っ
て
、
自
分

達
の
年
代
が
し

た
不
自
由
な
こ

と
や
少
し
は
嫌

だ
と
思
っ
た
こ

と
を
子
供
達
が

嫌
が
る
こ
と
を
言
い
つ
け
な
く
な
っ

た
。
勉
強
勉
強
と
言
う
ば
か
り
で
。

充
分
な
躾
け
を
つ
け
て
い
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
今
の
若
者
の
姿
。
反

映
し
て
い
る
の
か
も
」
と
し
ん
み

り
と
嘆
く
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

私
と
マ
マ
も
同
年
代
の
方
の
話

に
同
感
し
ま
し
た
。

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
終
わ
り

以
下
は
関
連
文
抜
粋
。

子
ど
も
の
「
花
」
が

育
つ
と
き

「
育
児
の
神
様
」
と
言
わ
れ
る
、

内
藤
寿
七
郎
さ
ん
著
の

【
「
し
つ
け
」
は
ゆ
る
い
「
し
つ
け
糸
」

の
よ
う
に
】
の
章
か
ら

【
「
し
つ
け
」
と
い
う
の
は
、
本
来

は
和
裁
の
言
葉
で
、
本
縫
い
を
す

る
前
に
、
襟
な
ど
を
癖
づ
け
る
た

め
に
、
弱
い
糸
で
縫
う
こ
と
で
す
。

こ
の
と
き
使
う
糸
は
「
し
つ
け
糸
」

と
い
っ
て
、
切
れ
や
す
い
弱
い
糸

を
使
い
ま
す
が
、
お
子
さ
ん
の
し

つ
け
も
同
じ
で
す
。

着
物
を
縫
う
と
き
に
使
う
し
つ
け

糸
と
同
じ
よ
う
に
、
心
の
柔
軟
な

幼
児
期
に
、
い
い
習
慣
を
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
い
い
習
慣
を
つ
け
る
こ

と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

い
い
子
に
し
よ
う
と
思
う
あ
ま
り
、

強
い
糸
で
、
子
ど
も
の
個
性
を
き

ち
き
ち
に
縫
い
つ
け
て
し
ま
う
必

要
は
な
い
の
で
す
。
】

６
月
イ
ベ
ン
ト
案
内
掲
載
分

お
遊
び
コ
ー
ナ
ー

さ
て
何
問
で
き
る
か
な
ぁ
？

一
部
解
答

【
国
語
】
１
．
四
字
熟
語
を
完
成
さ

せ
な
さ
い
。

（
１
）
暖
（
衣
）
飽
食

意
味

「
苦
労
の
な
い
生
活
を
す
る

こ
と
」（
広
辞
苑
）

（
２
）（
付
）
和
雷
同

意
味

「
安
易
に
他
説
に
賛
同
す
る
」

２
．
□
に
、
正
し
い
こ
と
わ
ざ
に

な
る
よ
う
、
漢
字
一
文
字
を
入
れ
、

意
味
を
答
え
な
さ
い
。

例
：
河
童
の
□
流
れ
（
川
）

意
味
（
そ
の
道
の
達
人
で
も
時
に

は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
）

（
１
）
□
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
、

□
子
を
得
ず
（
虎
）・

意
味
「
危
険
を
お
か
さ
な
い
と
成

功
は
無
い
」

（
２
）
□
子
は
豹
変
す
る
（
君
）

意
味
「
態
度
が
急
に
か
わ
る
」
等

現
役
大
学
生
に
珍
解
答

暖
飲
飽
食
（
早
大
・
教
育
２
年
）

不
和
雷
同
（
東
大
・
教
養
４
年
他
）

親
子
は
豹
変
す
る
（
法
大
・
法
２
）

「
穴
子
は
豹
変
す
る
」

全
部
載
せ
る
と
近
頃
の
大
学
生
の

考
え
方
解
か
り
ま
す
が
Å
4
６
枚

で
す
。
二
階
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ご
覧
下
さ
い
。
大
笑
い
可
可

店は、人と人のふれ合いのばでありたい！ とんからりん VOL106 2008(平成20年）7月1日（火）P2

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の
ひ
と
り
ご
と

８
月
２
日
、
今
日
も
雨
。
い
よ

い
よ
ダ
ー
ク
ン
ト
ッ
ト
に
向
か
い

ま
す
。
途
中
通
訳
の
サ
ッ
ク
さ
ん

か
ら
、
タ
イ
国
の
歴
史
の
話
。

タ
イ
の
日
本
で
言
え
ば
明
治
の

頃
か
ら
、
近
代
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
東
南
ア
ジ
ア
で
唯
一
植
民
地

に
な
ら
な
か
っ
た
国
で
す
。

古
い
名
は
チ
ャ
ム
（
シ
ャ
ム
）
を

タ
イ
に
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
タ

イ
と
は
「
独
立
国
」
の
意
味
だ
そ

う
な
。
こ
れ
を
語
る
時
の
サ
ッ
ク

さ
ん
の
顔
は
誇
ら
し
げ
で
す
。

ラ
ー
マ
５
世
と
い
う
王
様
が
、
近

代
的
な
学
校
を
作
り
、
女
性
の
教

育
制
度
も
始
め
、
軍
を
近
代
化
し
、

西
洋
の
服
も
導
入
し
た
そ
う
で
す
。

ラ
ー
マ
５
世
の
本
名
は
、
チ
ョ
ラ

ロ
ン
コ
ー
ン
。
バ
ン
コ
ク
の
国
立

大
学
に
名
前
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

ラ
ー
マ
５
世
の
父
が
ラ
ー
マ
４
世

で
『
王
様
と
私
』
の
王
様
の
モ
デ

ル
。
た
だ
『
王
様
と
私
』
は
、
イ

ギ
リ
ス
人
ア
ン
ナ
先
生
の
創
作
が

多
分
に
入
っ
て
い
て
、
事
実
と
は

違
っ
て
い
る
。
当
時
の
王
は
神
聖

で
、
ほ
と
ん
ど
臣
下
の
前
に
姿
を

現
さ
な
い
。
ア
ン
ナ
先
生
も
「
英

語
を
お
し
え
る
だ
け
」
だ
っ
た
そ

う
な
。

有
名
な
「
シ
ャ
ル

ウ
イ

ダ
ン

ス
」
と
言
っ
て
王
様
と
ア
ン
ナ
先

生
が
ダ
ン
ス
を
す
る
あ
の
シ
ー
ン

も
作
り
話
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

タ
イ
で
は
『
王
様
と
私
』
は
上
映

禁
止
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
日
本
を
題
材
に
し
た
オ
ペ
ラ

「
ミ
カ
ド
」
と
似
て
い
る
気
が
し

ま
す
ね
。
「
ミ
カ
ド
」
は
上
映
禁

止
じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
ま
せ
ん
ん
。

途
中
、
休
憩
と
い
う
こ
と
で
、

道
路
ぞ
い
の
店
を
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
寄
り
ま
し
た
。
ラ
イ
チ
や

竜
眼
、
仏
頭
の
よ
う
な
果
物
を
売
っ

て
い
ま
す
。
ス
ル
メ
も
売
っ
て
い

ま
す
。
タ
イ
に
も
ス
ル
メ
が
あ
る

ん
で
す
ね
。
感
心
し
て
Ｍ
先
生
が

買
っ
て
い
ま
す
よ
。
ビ
ー
ル
の
お

つ
ま
み
に
す
る
気
で
す
ね
。

ゆ
で
卵
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
ベ
ト
ナ
ム
の
ゆ
で
卵
料
理
と
同

じ
で
、
ヒ
ナ
に
な
り
か
け
て
い
る

の
も
あ
る
と
い
う
ん
で
、
買
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
人

は
、
ヒ
ナ
料
理
、
お
い
し
そ
う
に

食
べ
て
い
る
ん
で
す
が
、
私
に
は

と
て
も
・
・
・
・
。

世
界
中
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
あ

る
の
が
コ
カ
コ
ー
ラ
。
タ
イ
で
は

２
０
バ
ー
ツ
で
し
た
。

（
６
０
円
也
。
）
次
号
に
続
く

ア
ロ
ー
イ

四
・

金
沢
ひ
ろ
あ
き

監
督

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
ン
グ

出
演

ユ
ル
・
ブ
リ
ン
ナ
ー

デ
ボ
ラ
・
カ
ー

王
様
と
私
：1

9
5
6

年
米
映
画
ポ
ス
タ
ー-



渋
谷
街
道
（
府
道116

号
線
）

は
、
東
大
路
馬
町
か
ら
阿
弥
陀
ヶ

峯
の
北
側
を
通
り
東
山
を
越
え

山
科
北
花
山
経
由
五
条
別
れ
で

東
海
道
に
つ
な
が
る
。

鎌
倉
時
代
に
六
波
羅
探
題
が
出

来
て
か
ら
東
国
か
ら
京
に
至
る

道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
旧
道
。
。

現
在
、
東
山
ト
ン
ネ
ル
、
五
条

バ
イ
パ
ス
の
完
成
①
で
街

道
は
分
断
さ
れ
、
一
部
は

廃
道
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
も
と
は
沢
の
水
が

絶
え
ず
落
ち
葉
な
ど
で
非
常
に

滑
り
や
す
く
、
滑
谷
（
し
る
た

に
、
汁
谷
）
と
言
わ
れ
、
そ
れ

が
い
つ
か
渋
谷
に
な
っ
た
。
ま

た
、
馬
町
通
（
う
ま
ま
ち
ど
お

り
）
と
も
呼
ば
れ
た
。

昭
和
３
０
年
半
ば
ま
で
、
山

科
の
人
家
は
渋
谷
街
道
沿
い
と

そ
の
以
北
に
集
り
、
山
科
盆
地

南
部
は
田
畑
が
広
が
り
所
々
に

村
落
が
あ
っ
た
。

街
道
は
そ
こ
の
農
作
物
を

「
京
都
」
へ
運
ぶ
重
要
な
街
道

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
治
時
代

（1903

）「
花
山
隋
道
②
」
が
つ

く
ら
れ
た
こ
と
で
解
か
る
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
（
隋
道
）
の
南

に
「
火
葬
場
」
が
あ
る
こ
と
か

ら
か
「
幽
霊
が
で
る
」
と
噂
さ

れ
、
私
の
少
年
時
代
「
虫
取
り
」

に
行
く
時
、
怖
く
て
走
っ
て
通

抜
け
た
も
の
だ
。
ト
ン
ネ
ル
を

山
科
側
へ
抜
け
て
小
川
（
稚
児

川
）

に
沿
っ
た
小
道
を
左
に

進
む
と
「
上
稚
児
が
池
」
と

「
下
稚
児
が
池
」
の

二
つ
の
池
が
あ
っ

た
。
大
き
い
方
の

「
下
稚
児
が
池
」
で

は
パ
ン
ツ
も
脱
ぎ

丸
裸
で
虫
取
り
仲

間
全
員
で
泳
ぎ
汗

を
流
し
た
。
池
に
は
湧
き
水
が

あ
る
の
か
場
所
に
よ
っ
て
冷
た

か
っ
た
。
中
学
生
時
代
の
思
い

出
が
あ
る
。
も
う
６
０
年
以
上

も
昔
の
こ
と
。
池
は
清
水
山
の

東
に
あ
り
清
水
寺
の
音
羽
の
滝

と
水
脈
が
同
じ
と
の
説
も
あ
る
。

池
の
名
前
は
、
昔
お
稚
児
さ
ん

が
身
投
げ
し
た
か
ら
と
聞
い
た

記
憶
が
あ
り
調
べ
て
み
た
が
定

か
で
は
な
い
。

今
は
上･

下
の
池
は
東
山
ド
ラ

イ
ブ
ウ
エ
イ
（1959

年
昭
和
34
開

通
当
初
は
有
料
、
現
在
は
無
料
）
で

分
断
さ
れ
て
い
て
近
く
に
は

「
料
亭
東
山
山
荘
」
が
あ
る
。

ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
は
清
閑
寺
山

内
町
か
ら
蹴
上
げ
と
将
軍
塚
へ

車
で
走
れ
、
稚
児
池
に
最
近
ま

で
へ
ら
鮒
の
「
釣
り
堀
」
が
あ
っ

た
。（
今
は
営
業
し
て
無
い
？
）

こ
の
文
の
た
め
稚
児
が
池
の
位

置
を
確
認
の
た
め
地
図
を
み
た
。

池
は
現
在
は
山
科
区
に
な
っ
て

い
る
が
、
池
か
ら
西
の
東
山
区

清
水
山
の
殆
ん
ど
が
「
清
閑
寺

③
」
を
冠
し
た
町
名
に
な
っ
て

い
る
。
五
条
バ
イ
パ
ス
か
ら
の

ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
イ
に
入
っ
た
所

に
「
高
倉
天
皇
・
六
条
天
皇
の

御
陵
」
と
清
閑
寺
が
有
る
こ
と

は
知
っ
て
い
た
が
、
清
水
寺
に

勝
る
ほ
ど
の
広
い
寺
域
と
歴
史

が
有
る
お
寺
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。
勉
強
し
号
を
改
め
て
掲
載

し
よ
う
と
思
う
。

渋
谷
街
道
入
り
口
の
「
馬
町
」

（
修
道
学
区
）
あ
た
り
は
、
昭

和
２
０
（1945

）
年
一
月
十
六

日
の
米
空
軍
Ｂ2

9

の
爆
撃
で

多
数
の
死
傷
者
が
で
た
。
京
都

市
の
数
少
な
い
戦
災
地
で
あ
る
。

タ
ク
シ
ー
代
「
０
円
」

居
酒
屋
タ
ク
シ
ー
や
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
不
正
利
用
で
官
庁
が

大
騒
ぎ
し
て
い
ま
す
。

馬
鹿
ら
し
く
て
税
金
を
納
め
た

く
無
く
な
り
ま
す
な
ぁ
。。

わ
が
社
は
、
私
（
酒
谷
義
郎
）

が
社
長
に
な
っ
て
以
後
３
５
年

間
、
会
社
経
費
で
支
払
っ
た
タ

ク
シ
ー
代
は
去
年
９
０
月
末
決

算
ま
で
【
一
円
】
も
計
上
無
し
。

駅
ま
で
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
も

バ
ス
料
金
額
で
清
算
か
す
る
か

自
腹
、
調
査
に
来
た
税
務
署
員

が
驚
い
た
位
で
す
。
始
末
し
た

分
利
益
が
増
え
納
税
し
て
き
ま

し
た
。
今
、
後
悔
し
て
ま
す
。

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
が
、

馬
鹿
正
直
は
や
め
ま
し
た
。
正

直
申
告
す
る
が
節
税
に
最
大
の

努
力
し
ま
す
。
ア
ホ
ラ
シ
！

京阪七条交差点をめぐって
(11)交差点の番人

沖中忠順 （おきなかただより）

京
都
名
物
の
一
つ
に
、
郊
外
電

車
が
市
電
と
平
面
交
差
し
て
い
る

こ
と
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

法
律
で
は
官
設
鉄
道
（
国
鉄
↓
Ｊ

Ｒ
）
と
民
間
鉄
道
、
路
面
電
車
共

に
平
面
交
差
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
七
条
通
で
は
山
陰
線
の
下
を

市
電
は
潜
っ
て
い
ま
し
た
。

郊
外
電
車
は
軌
道
条
令
（
法
）

ま
た
は
地
方
鉄
道
法
で
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
も
二
つ
の
法
律

の
平
面
交
差
は
原
則
禁
止
で
し
た
。

京
都
市
内
で
市
電
は
京
阪
と
四

か
所
で
平
面
交
差
し
て
い
ま
し
た
。

四
条
、
七
条
、
稲
荷
で
平
面
交
差

を
大
型
電
車
が
七
両
連
結
で
行
き

か
う
姿
が
見
ら
れ
、
福
岡
市
薬
院

交
差
点
と
共
に
評
判
に
な
り
ま
し

た
。市

電
と
京
阪
は
軌
道
条
令
で
建

設
さ
れ
ま
し
た
か
ら
平
面
交
差
Ｏ

Ｋ
で
し
た
が
、
安
全
装
置
が
義
務

付
け
ら
れ
、
交
差
信
号
と
警
手
の

配
置
で
し
た
。

市
電
の
後
で
開
通
し
た
四
条
と
稲

荷
は
京
阪
が
、
七
条
は
市
電
が
担

当
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
京

阪
の
三
条
行
き
乗
り
場
が
交
差
点

を
越
え
た
位
置
か
ら
手
前
に
移
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
上
り
下
り
共
、

一
旦
停
車
と
な
り
ま
し
た
。

（
京
阪
が
地
上
の
時
、
四
条･

七
条
の
淀
屋
橋

方
面
行
ホ
ー
ム
の
向
か
い
側
に
花
壇
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
昔
の
ホ
ー
ム
跡
一
部
で
す
。
）

東
山
を
越
え
る

道

渋
谷
街
道
の
巻

地域とお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりん VOL106 2008(平成20年）7月1日（火）P3

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

9②

７月：ギャラリーカフェ集

たけの世界 ファイバーカステル作品展

入場無料 ：月曜休館

：１０時～１８時

★たけさんの在廊日

はお問合せ下さい。

電話561-7974

ドイツの老舗ファイバーカステ

ル社の水彩色鉛筆・パステルで

描いた、たけさんの作品展です。

新しい出会いが、どんな作品を

生み出したのか？

たけさんファンにとって、

とても楽しみな展覧会です。

①

③

脳梗塞でなった失
語症と言語障害、聴
覚障害、右手麻痺を
絵を描く事で克服し
た無口な絵売り

【
写
真
説
明
】
交
差
点
の
東
南
隅
、

疎
水
べ
り
の
建
屋
は
警
手
の
詰
所
で
、

ベ
ル
が
鳴
り
渡
り
、
警
手
が
赤
と
白

の
手
旗
で
安
全
を
守
り
ま
し
た
。



平
成
２
年
（1

9
9
0

）
６
月
、
大
運

動
の
成
果
で
七
条
通
大
改
修
が
完

成
。
歩
道
幅
も
広
く
歩
き
や
す
く

な
っ
て
フ
ァ
ミ
マ
の
ご
来
店
数
、

売
上
げ
は
好
調
に
延
び
ま
し
た
。

只
、
他
の
コ
ン
ビ
ニ
店
よ
り
酒
売

り
場
は
広
く
と
り
ま
し
た
が
、
フ
ァ

ミ
マ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
形
が

酒
屋
と
し
て
不
満
足
で
し
た
。

そ
こ
で
、
フ
ァ
ミ
マ
の
契
約
改

定
の
際
、
平
成
５
年
（1

9
9
3

）
店

の
奥
に
別
の
酒
専
門
店
を
も
設
け

る
交
渉
を
強
力
に
進
め
了
解
を
得

て
、
奥
横
の
空
地
に
ビ
ル
増
築
し

倉
庫
を
移
し
広
げ
た
場
所
に
酒
専

門
店
つ
く
る
計
画
を
始
め
ま
し
た
。

同
時
進
行
で
、
各
地
の
銘
酒
を

扱
い
、
三
増
酒
を
排
斥
し
て
い
る

「
京
晴
グ
ル
ー
プ
」
の
仲
間
の
勉

強
会
で
、
日
本
酒
の
級
別
廃
止
や

酒
販
売
免
許
は
無
く
な
る
だ
ろ
う

と
予
想
。
夫
々
が
個
別
で
は
酒
屋

を
続
け
ら
れ
な
い
時
代
が
く
る
前

に
合
併
を
目
指
そ
う
と
、
第
一
歩

と
し
て
上
京
区
で
「
西
陣
屋
・
酒

販
店

」
と

「
酒
場

酒

座
・
陣
・

写
真
上

・
今

も
営
業
中

」

を

共

同

で
開
業
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に

あ
の
「
京
晴
グ
ル
ー
プ
」
の
店
だ

か
ら
と
上
京
小
売
酒
販
組
合
が
総

会
を
開
い
て
反
対
、
国
税
庁
ま
で

陳
情
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
が
話
合

い
で
解
決
し
ま
し
た
。

当
社
は

平
成
５
年
７
月
改
装

完
了
、
コ
ン
ビ
ニ
内
に
「
氷
室
蔵
」

と
名
づ
け
た
店
内
店
舗
を
開
き
、

社
名
を
「
お
酒
の
共
和
国
」
に
代

え
ま
し
た
。
仲
間
８
社
１
０
店
舗

の
合
併
に
は
個
人
名
を
辞
め
た
ほ

う
が
良
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

川
端
に
大
き
い
倉
庫
を
借
り
て
い

た
事
、
酒
卸
の
出
来
る
販
売
免
許

が
あ
り
、
収
益
も
上
々
で
し
た
の

で
当
社
が
合
併
の
「
核
」
に
な
る

べ
き
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
人

事
体
制
も
整
え
ま
し
た
。

勉
強

仲
間
と
意
思
確
認
し
て
「
お
酒
の

共
和
国
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

二
階
「
萬
三
」
も
同
時
改
装
し
ま

し
た
。

順
風
満
帆
に
物
事
は
進
ま
な
い

も
の
で
す
。
本
町
東
の
「
川
口
青

果
店
さ
ん
が
「
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
か

わ
ぐ
ち
」
さ
ん
に
な
り
、
当
社
の

影
響
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

「
マ
イ
シ
ョ
ッ
プ
（
現
在
萬
三
の
場
所
）

」

さ
ん
が
閉
店
さ
れ
、
後
に
、
強
力

な
コ
ン
ビ
ニ
が
く
る
と
の
情
報
が
、

改
装
を
「
ゴ
ー
」
し
た
後
に
入
り

ま
し
た
。
直
接
確
認
す
る
と
話
は

進
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
町

で
同
業
三
つ
の
競
合
は
大
変
、

一
番
割
を
食
う
の
は
真
ん
中
で
か

で
挟
み
撃
ち
に
な
る
当
社
で
す
。

何
と
し
て
も
食
止
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
次
号
は
、
店
増
築
と

お
酒
の
共
和
国
（
二
）
で
す
。
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〇
７
月
１
３
日

に
「
楽
々
ホ
ー

ル
」
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
サ
イ
ク
ロ
ン
・

四
川
大
地
震
被
災
者
支
援
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
収
益

金
を
を
義
援
金
に
す
る
計
画
を
す

す
め
て
き
た
。

●
有
ろ
う
こ
と
か
日
本
で
６
月
１

９
日
１
０
時
「
岩
手
宮
城
内
陸
地

震
」
が
発
生
、
大
被
害
で
犠
牲
者

も
で
た
。
山
が
裂
け
、
地
が
割
れ
、

川
が
埋
ま
り
人
も
埋
ま
っ
た
。

○
ア
メ
リ
カ
で
も
大
洪
水
で
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
大
被
害
を
受
け
た
と
ニ
ュ
ー

ス
が
入
っ
た
。
天
災
だ
け
で
な
く

「
秋
葉
原
」
で
は
無
差
別
殺
人
が

起
こ
り
ま
し
た
。
メ
ー
ル
で
真
似

を
す
る
馬
鹿
が
多
数
で
る
。

●
青
き
地
球
が
人
間
達
に
警
告
を

与
え
て
い
る
の
だ
。
豊
葦
原
の
瑞

穂
の
国
、
歌
を
う
た
い
村
人
が
総

出
で
田
植
え
姿
、
朝
の
「
カ
ド
掃

き
」
が
常
識
だ
っ
た
。
日
本
や
京

都
が
壊
れ
か
け
て
い
る
。

○
誰
か
が
、
何
処
か
で
間
違
っ
た

そ
ん
な
個
人
的
な
こ
と
で
、
地
球

が
日
本
が
変
っ
た
の
で
は
な
い
。

人
間
が
人
間
性
を
失
い
つ
つ
あ
る

と
い
う
世
の
中
流
れ
を
変
え
る
か

戻
さ
な
い
と
大
変
だ
と
思
う
。

●
冒
頭
の
義
援
金
は
三
被
災
地
宛

に
拠
出
す
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し

て
、
私
も
含
め
て
今
忘
れ
て
い
る

こ
と
を
、
今
朝
「
フ
ル
ー
ル
」
（
鞘

町
七
条
下
の
喫
茶
店･

同
級
生
経
営
）
で
聞
い
た
。

「
と
ん
か
ら
り
ん
」
「
ヨ
シ
ィ
ち
ゃ

ん
の
ヒ
ト
リ
ゴ
ト
」
で
書
い
た
。

★
☆
★
ご
意
見
が
欲
し
い
！
。

酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

お
酒
の
四
方
山
話

「
本
直
し
（
ホ
ン
ナ
オ
シ
）

」

当
社
の
楽
々
ホ
ー
ル
で
桂
米

二
師
匠
が
中
心
に
な
っ
て
下
さ
っ

て
「
こ
こ
ろ
坂
・
楽
々
寄
席
」

を
年
三
回
開
い
て
い
ま
す
。

以
前
の
落
語
会
で
米
二
師
匠
が

｢

青
菜
」
を
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

夏
、
出
入
り
の
植
木
屋
さ
ん
に

「
や
な
ぎ
か
げ(

注
・
参
照
下
さ
い
）
」

の
ア
テ
に
青
菜
を
出
す
話
で
す
。

我
が
祖
父
喜
一
郎
も
夏
の
夕
方
、

ガ
ラ
ス
銚
子
に
冷
や
し
た
「
黄

色
の
酒
」
を
ガ
ラ
ス
の
盃
で
チ

ビ
リ
チ
ビ
リ
の
ん
で
い
ま
し
た
。

横
か
ら
そ
の
杯
に
指
を
突
っ
込

ん
で
舐
め
る
と
「
や
な
ぎ
か
げ

や
か
ら
甘
い
や
ろ
」
と
祖
父
が

笑
い
な
が
ら
い
い
ま
し
た
。

甘
酒
が
夏
の
季
語
と
同
様
「
や

な
ぎ
か
げ
（
本
直
し
）
」
も
夏

に
飲
む
酒
で
し
た
。
ビ
ー
ル
は

高
級
品
で
一
般
的
で
な
い
時
代

で
す
。
当
時
伏
見
の
「
四
方
合

名
会
社
＝
現
宝
酒
造
」
か
ら
そ

れ
を
仕
入
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
中
戦
後
、
米
が
統
制
で
日
本

酒
が
つ
く
れ
な
い
時
代
、
薩
摩

芋
を
原
料
に
連
続
蒸
留
機
で
９

０
度
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
精
製

法
が
出
来
、
そ
れ
を
割
り
水
し

焼
酎
（
甲
）
が
良
く
売
れ
て
い

ま
し
た
。
只
、
こ
の
新
式
焼
酎

は
「
酔
え
る
が
味
が
無
い
」
そ

こ
で
味
醂
を
加
え
た
「
本
直
し
」

と
し
て
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

価
格
は
焼
酎
よ
り
高
く
、
二
級

酒
よ
り
安
い
値
段
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

戦
後
に
販
売
さ
れ
た
「
本
直
し
」

は
焼
酎
（
甲
）
と
新
式
味
醂
と

で
造
ら
れ
た
も
の
。
本
格
焼
酎･

（
焼
酎
乙
）
と
本
式
味
醂
と
で

つ
く
ら
れ
た
「
や
な
ぎ
か
げ
」

の
代
用
品
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

米
焼
酎
（
本
格
）
に
旧
式
味
醂

を
調
合
（
カ
ク
テ
ル
）
す
れ
ば

「
直
し
＝
や
な
ぎ
か
げ
｝
に
な

り
ま
す
。

写
真
は
、

寶
酒
造
時

代
の
ホ
ー

ロ
ー
看
板

で
す
。

第
三
十
話

店
増
築
と
お
酒
の
共
和
国
（1

）

順
風
満
帆
に
逆
風

注
・
「
柳
蔭(ﾔﾅｷ

ﾞｶｹ
ﾞ)

」
‥

噺
の
中
に
出
て
く
る
お
酒
。

但
し
、
銘
柄
で
は
な
い
。
焼
酎
と

味
醂
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
。

一
種
の
カ
ク
テ
ル
で
す
な
。
江
戸

で
は
「
直
し
」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ

を
井
戸
で
冷
し
て
飲
む
の
が
最
高

の
贅
沢
だ
っ
た
。
こ
の
甘
み
と
冷

た
さ
が
貴
重
な
の
で
あ
る
。
今
の

私
の
最
高
の
贅
沢
は
、
も
ち
ろ
ん

冷
蔵
庫
で
冷
や
し
た
ビ
ー
ル
で
す
。

井
戸
で
は
ね
ぇ
…
…
。

桂
米
二
さ
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

転
記
・
・
・
古
典
落
語
と
お
酒

の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
の
米
二
師
匠

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
有
っ
て
、

最
近
増
え
た
新
米
の
酒
屋
が
し
ら

な
い
「
直
し
」
を
正
確
に
ご
存
知

で
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
勿
論
落
語
の

こ
と
も
色
々
と
お
書
き
に
な
っ
て

ま
す
。
桂
米
二
で
検
索
ご
覧
あ
れ
。


